
０ 本学の特色等 
 
（1）当該短期大学を設置する学校法人（以下「法人」という。）の沿革の概要及び当該短

期大学の沿革の概要。 
仁愛女子短期大学（以下「本学」という。）を設置する学校法人福井仁愛学園の始まり

は明治 31 年、学園創立者禿了教並びに禿すみ父娘により設立された「婦人仁愛会教園」

にさかのぼり、既に 100 余年の歴史を有している。 
創立者は、日本に仏教を根づかせた聖徳太子を讃仰し、その業績に習うべく福井の地に、

仏教精神に基づく女子教育の機関を開設したものである。現在、本学のほか、本学附属幼

稚園、仁愛女子高等学校及び仁愛大学を併設しているが、いずれの学校においても「仁愛

兼済」（「仁」と「愛」を兼ねて済（すく）う：仏説大無量寿経）を基本とした建学の精神

に基づいた教育・研究の取り組みが行われている。 
本学は、女子の高等教育の要望の高まる中、昭和 40 年に家政科（現生活科学学科）単

科で開学したもので、その後、保育科（現幼児教育学科）、音楽学科、国文学科（平成 14
年廃止）を順次開設し、現在、生活科学学科・幼児教育学科・音楽学科の 3 学科構成とな

っている。 
生活科学学科は、昭和 40 年に家政科としてスタートし（昭和 47 年より家政学科、平成

2 年より現名称に変更）、昭和 57 年には武生市の要請により、武生キャンパスを開設する

にあたり同市に移転した。平成 13 年には同地での仁愛大学の開学にともない、再び現住

所地に移転した。現在 4 専攻（生活環境専攻・生活情報専攻・調理科学専攻・食物栄養専

攻）並びに 1 専攻科（食物栄養専攻）が設けられている。その中で、特に食物栄養専攻は、

昭和 43 年（当時は家政科食物専攻）より福井県内唯一の栄養士養成施設として多くの栄

養士を地域に輩出してきた。また、福井県栄養士会とも連携しつつ、卒業生を含めた栄養

士の資質向上に努め、福井県民の食生活の改善と健康の維持・増進に貢献してきた。 
幼児教育学科は、昭和 41 年 4 月に幼稚園教諭免許状と保母資格（現保育士）の 2 つを

同時に取得できる保育科として設置され、途中、初等教育専攻を有する児童教育学科の時

期（昭和 43 年 4 月～平成 2 年 3 月）を経て、現在に至っている。学科設置以来、県内唯

一の保育士養成機関として県内の保育所や幼稚園に多数の幼児教育者を送り出してきた。

また、現場から幼児教育の専門機関の設置要望が高まってきたことを受けて、昭和 54 年 4
月には、卒業生のリカレント教育を中心にした「幼児教育研究センター」が発足し、現在

に至っている。 
音楽学科は、児童教育学科音楽教育コースを端緒とし、少人数の学生への徹底した個人

指導を特色とした北陸唯一の音楽芸術教育専門の学科として昭和 47 年 4 月に開設された。

平成 7 年には「大学評価・学位授与機構」認定の 2 ヶ年制専攻科（音楽専攻）をスタート

させ、学士の学位取得の指導も行っている。 
なお、学園創設 100 年を契機に、武生キャンパスの資産を継承し、国文学科の改組転換

を含むかたちで平成 13 年に仁愛大学（人間学部－心理学科・コミュニケーション学科）

を開学した。（平成 17 年度には大学院人間学研究科（心理学専攻）を開設した。） 
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［学園並びに本学の沿革の主な事項］ 
明治 31 年(1898) 4 月 福井市毛矢町に婦人仁愛会教園(修業年限 3 年)を創立 
明治 31 年(1898) 11 月 福井市宝永 4 丁目（現在の仁愛女子高等学校所在地）に移転 
明治 34 年(1901) 4 月 仁愛女学館に改称 
明治 38 年(1905) 4 月 仁愛女学校に改称 
大正 13 年(1924) 1 月 高等女学校令による福井仁愛高等女学校（修業年限 4 年）を設立 
昭和 20 年(1945) 7 月 福井空襲により全校施設焼失 
昭和 23 年(1948) 4 月 仁愛学園女子高等学校認可 女子中学校併設 
昭和 23 年(1948) 6 月 福井大震災により再び全施設倒壊 
昭和 26 年(1951) 3 月 私立学校法による学校法人福井仁愛学園発足 
昭和 28 年(1953) 4 月 高等学校に専攻科設置（短大設置の端緒となる） 
昭和 31 年(1956) 3 月 高校の名称を「仁愛女子高等学校」に変更 女子中学廃止 
昭和 40 年(1965) 4 月 仁愛女子短期大学開学（家政科） 初代学長に禿了信就任 
昭和 41 年(1966) 4 月 同 短期大学保育科開設並びに同附属幼稚園開園 
昭和 47 年(1972) 4 月 同 短期大学音楽学科開設 

同 短期大学国文学科開設 昭和 57 年(1982) 4 月 
武生市大手町に家政学科を移転し、仁愛女子短期大学武生キャンパス開設 

平成 10 年(1998)10 月 仁愛学園創立 100 周年記念式典を挙行 
生活科学学科福井キャンパスに移転 平成 13 年(2001) 4 月 
武生キャンパスに仁愛大学（人間学部）開学 

平成 14 年(2002) 5 月 国文学科廃止 
平成 17 年(2005) 4 月 仁愛大学に大学院・人間学研究科（心理学専攻）開設 
平成 17 年(2005) 10 月 仁愛女子短期大学開学 40 周年、同附属幼稚園開園 40 年記念式典挙行 
 
（2）当該短期大学の所在地、位置（市･区･町･村の全体図）、周辺の状況（産業、人口等）

等。 
福井県は人口約 82 万人で、北陸地方の最南端に位置し、関西圏とは隣接した地理的環

境にある。JR 北陸線の北陸トンネルを境にして、嶺北・嶺南の 2 地方に分かれており、

本学の立地する県庁所在地福井市は、嶺北地方の北部に位置し、人口、産業等も嶺北部に

中心がある。嶺北地方はさらに、福井市並びに周辺地域、岐阜県に近い奥越地域、県中央

部に位置する丹南地域の 3 つのブロックに分けて考えることができる。一方嶺南地方は、

地理的・歴史的にも関西地方との関係がより密接である。地場産業としては、伝統的に繊

維・眼鏡・漆器・和紙などが盛んであり、女性の就業率も高い。また、持ち家率、世帯収

入などは全国的に見ても高い水準にある。高校卒業女子の大学・短期大学への進学率は、

平成 17 年 3 月卒業者では 52％を超え、高い進学率であるが、県内の高等教育機関の数は

多くなく（4 年制大学 4 校、短期大学は 2 校、平成 18 年度より短期大学は３校）、県外に

進学するものの比率が高い県である。 
 
（3）法人理事長、学長の氏名、連絡先及びその略歴、ＡＬＯの氏名、連絡先（ＴＥＬ、

ＦＡＸ及びＥメールアドレス等）及びその略歴。 
 

学園長 禿  了滉 
理事長 禿  了修 
学 長 禿  正宣 
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A L O 大西 新吾（平成 18 年 4 月～） 
 小川 英雄（平成 17 年 4 月～平成 18 年 3 月） 
（学園長、理事長、学長、ALO の連絡先） 

仁愛女子短期大学  〒910-0124 福井市天池町 43－1－1 
 TEL 0776－56－1133 FAX 0776－56－2922 
※略歴は省略。 
 
（4）当該短期大学の現在（評価を受ける年度、以下同じ）の設置学科・専攻にいたる過

去 7 ヶ年の改廃状況（入学定員の変遷を含む）及び現在の設置学科・専攻ごとの入学者数、

定員充足率。 
（1）過去 7 ヶ年（平成 11 年度～平成 17 年度）学科の改廃状況 
平成 11 年(1999) 生活科学学科生活科学専攻を生活環境専攻に改編及び改称 

仁愛大学開設に伴い、生活科学学科を現キャンパスに移転 平成 13 年(2001) 

生活科学学科定員減（△35 名）及び国文学科募集停止（△60 名） 

平成 14 年(2002) 生活科学学科食物栄養専攻（入学定員 85 名）から、調理師養成のため調理科学専攻

（入学定員 35 名）を分離設置 国文学科廃止 

平成 17 年(2005) 専攻科食物栄養専攻(1 ヶ年制)を年度末をもって廃止し、平成 18 年度より学位授与

機構認定の 2 ヶ年制への課程へ改組 

 
（2）現在の設置学科等の状況（平成 18 年 5 月 1 日現在） 

 学 科 等   専 攻    入学定員 入学者数 定員充足率  備  考    
生活科学学科  生活環境専攻   40    38 0.95 
        生活情報専攻   90    94 1.04    2 コース制 
        調理科学専攻   35    35 1.00 
        食物栄養専攻   50    58 1.16 
幼児教育学科           150    157 1.04 
音楽学科             30    31 1.03    3 コース制 
        （本科計）    395    413 1.04            
専攻科     食物栄養専攻   10     10       1.00        2 ヶ年制 
専攻科     音楽専攻     10     14 1.40    2 ヶ年制 

（5）当該短期大学に過去 3 ヶ年に入学した学生の出身地別人数及び割合（10 程度区分）。 
入学生の約 95％近くが福井県内出身者で占め、県内でも本学の立地する福井市並びに

その隣接町村に在住するものが 50%を越える状況にある。本学は、福井市でも比較的北

部に立地していることから、隣県の石川県南部までは通学圏内と考えられ、県外学生の

ほとんどは、隣接する石川県出身者であるが、平成 17 年度においては大きく減少した。 
 

［過去 3 ヶ年の入学生出身地］ 

地域区分 
平成 15 年

(2003) 
平成 16 年

(2004) 
平成 17 年

(2005) 
3 ヶ年の 
平均 

比率 

  福井市 141 164 149 151.3 33.0%
福 福井市隣接地域 99 96 100 98.3 21.4%
井 奥越地域 38 25 34 32.3 7.0%
県 丹南地域 140 144 139 141.0 30.7%
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内 嶺南地方 11 13 7 10.3 2.3%
  （県内合計） 429 442 429 433.3 94.5%
  富山県 9 1 4 4.7 1.0%

県 石川県 20 18 9 15.7 3.4%
外 その他県外 4 7 4 5.0 1.1%
  （県外合計） 33 26 17 25.3 5.5%

  入学生合計 462 468 446 458.7 100.0%

・福井県外出身の数は、出身高校の所在地県別入学者数とした。 

（文部科学省・学校基本調査に準ずる） 

・福井県内出身の数は、現住所とした。 

（保護者の所在地と異なる場合は、保護者のものにあわせた。大検での入学者も現住所とした） 

・それぞれの年度の 5 月 1 日現在を基準とした。 
 
（6）法人が設置する他の教育機関の所在地、現在の入学定員、収容定員とそれぞれの実

員。 

学 校 名 所 在 地 入学

定員

入学 
者数 

収容 
定員 

在籍

者数

仁愛大学（大学院） 12 13 24 25

仁愛大学（学部） 
915-8586 越前市大手町 3－1－1 

190 190 800 831

仁愛女子高等学校 910-0004 福井市宝永 4－9－24 487 439 1,644 1,228
仁愛女子短期大学 

［備考］仁愛女子高等学校及び附属幼稚園の入学定員は募集人員。平成 18 年 5 月 1 日現在 
附属幼稚園 910-0124 福井市天池町 43－1－1 65 71 200 210
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